
 

 

 

 

つながり と いいね！ 

先日、大先輩の先生とお話ししました。（近年近隣数百ｍの草刈をしているとのこと） 

「あのね。草を刈っているといろいろな人が声をかけてくれるんよ。 

これがいいんよ！顔見知りになって、『きれいになりますね』とか 

『いつもありがとうございます』こんなやりとりがとってもうれしいんよ。いくつに

なっても、人と繋がっていたいし、少しでも人の役に立ちたいっていう欲が出るんよね」 

と、かつてと変らず大先輩はニコニコ顔で温かにお話してくださいました。 

 

 また先日「スマホ世代の教育と子育て」というご講演をいただきました。その中で、 

・グループラインで多くの人とつながって絶えず返信をしている子どものこと 

・ネット上に動画やつぶやきをあげて、「いいね」やフォロアーで安心する子どものこと 

・ゲーム上で色々な人とつながって役割分担をしながらゲームしている子どものこと 

そのゲーム上で人と親しくなったり、助けたり、助けられたりできること、仲間の役に立つ 

ヒーローになれること、「いいね」「すごいね」と言われ「人の役に立つこと！」 

だから彼らはずっとゲームをしている、という話です。 

なるほどなぁと思いました。 

 

でも、草刈の大先輩も、スマホ中毒！ゲーム中毒になっている子どもも、同じように 

「人とのつながり」と「いいね  」を追いかけているんだなあとしみじみと思いました。 

 

誰しも「ひととのつながり」と「いいね」はかけがえのないエネルギーになります。 

子どもたちの心の中に、生身の
．．．

方の
．．

、スマホでないほうの
．．．．．．．．．．

「人とのつながり」や「いい

ね」をできるだけ多く、つめてやりたいですね。 

生身の人と関わることは、時に面倒で辛いこともありますが、たくさんの 

喜びももらえます。「ひととのつながり」と「いいね  」を自分にも･･･ 

周りにも･･･提供して、元気をためたいものですね。 

 

学校の中庭の真っ赤に紅葉した「タイワンフウ」、赤と黄色の「ナンキンハゼ」 

見事な黄葉の「大イチョウ」、今年はいずれも見事な紅葉でした。とても元気をも

らいました。 

寒さも次第に厳しくなります。みなさまご自愛くださいませ。 
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